
人に優しく、災害に強い、社協の総合力とネットワークを活かした
福祉のコミュニティづくりを進めます。社会福祉法人 京都市社会福祉協議会

ごあいさつ�������������� P.2～3

特集 学区社協の今①（３回シリーズ）
～学区社協実態調査（速報値）より～��� P.4～5

各部署の取組を紹介� ��������P.6～11

寄付御礼・長寿すこやかセンター相談事業� � P.12

　障害のある方の社会参加の促進と障害者スポーツの振興を図ると
ともに、障害のある方への社会の理解と認識を深めることを目的とし
て、平成2年に誕生した全国車いす駅伝競走大会は、第1回から毎年
京都で開催されています。現在は5区間21.3キロをリレーし、車い
す駅伝唯一の全国大会として歴史を刻んできました。この度、30回
の節目を迎える平成31年から天皇盃が授与されることとなり、障害
者スポーツへの関心がさらに高まることが期待されています。

全国車いす駅伝競走大会

▲�平成30年3月11日に開催された29回大会で
は、京都Aが昨年より順位を2つ上げ、3位
に入賞されました。

▲�国立京都国際会館前からスタートし、白バイ
の先導で激戦が繰り広げられます。中継地
点では、学区社協や民生児童委員の皆さん
が選手をサポートしていただいています。

目 次

2019

No.180



社
会
福
祉
法
人 

京
都
市
社
会
福
祉
協
議
会　
会
長　
　

村む
ら 

井い  

信の
ぶ 

夫お

人
に
優
し
く
、災
害
に
強
い

福
祉
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
本
会
の
運
営
並
び
に
事
業
の
推
進
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の

御
理
解
と
温
か
い
御
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
京
都
市
域
の
社
協
活
動
と
地
域
福
祉
の
発
展
の
た
め
、
よ
り
一
層
の

御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
社
会
的
孤
立
や
貧
困
等
の
問
題
が
深
刻
化
す
る
中
、
平
成
30
年

は
、「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
、
既
存
の
制
度
で
は
対
象
と
な

ら
な
い
福
祉
課
題
を
抱
え
る
人
を
支
え
る
包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
に
お

い
て
、
社
協
の
役
割
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
た

一
年
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
会
で
は
、
佛
教
大
学
の
岡
﨑
祐
司
教
授
を
委
員
長
と
す

る
「
京
都
市
の
社
協
あ
り
方
構
想
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
京
都
市
社
協
が

こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
実
績
に
基
づ
き
、
時
代
に
即
し
た
活
動
の
発
展
・

強
化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
作
業
委
員
を
中
心
に
論
点

整
理
や
学
区
社
協
活
動
の
実
態
調
査
等
を
実
施
し
、
今
後
、
よ
り
多
く
の
皆
様

の
御
意
見
を
踏
ま
え
た
構
想
の
策
定
に
向
け
て
議
論
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
発
生
し
た
豪
雨
災
害
で
は
、
京
都
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
取
組
と
し
て
、
直
ち
に
京
都
府
北
部
や
岡
山
県
倉
敷
市
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
岡
山
市
等
へ
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
運
営
や
緊
急
小
口
資
金
特
例
貸
付
の
相
談
対
応
の
た
め
、
継
続
的
に

職
員
派
遣
を
行
い
ま
し
た
。
私
は
京
都
市
自
主
防
災
会
連
絡
会
並
び
に
京
都

市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
代
表
と
し
て
、
こ
の
間
、
各
種
の
訓
練

や
研
修
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
役
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
が
熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
姿
を
拝
見
し
、
日
頃
か
ら
の
地
域
の

支
え
合
い
の
大
切
さ
と
と
も
に
、
災
害
の
備
え
を
強
め
て
い
く
こ
と
が
一
層

重
要
で
あ
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

本
年
は
、
西
京
区
樫
原
に
小
規
模
多
機
能
施
設
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
ら

な
る
施
設
を
新
た
に
開
設
し
ま
す
。
多
様
な
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
地
域
住

民
と
と
も
に
活
動
を
広
げ
る
拠
点
と
し
て
、
そ
の
役
割
が
果
た
せ
る
よ
う
社

協
の
総
力
を
発
揮
し
て
モ
デ
ル
的
な
取
組
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

本
会
で
は
、
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
信
頼
に
応
え
る
た
め
、
京

都
市
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
、
地
域
福
祉
の
車
の
両
輪
で
あ
る
京
都
市

民
生
児
童
委
員
連
盟
と
の
連
携
の
も
と
、
本
年
が
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ

う
引
き
続
き
役
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
、「
人
に
優
し
く
、
災
害
に
強
い
、

社
協
の
総
合
力
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
福
祉
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
」
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
御
支
援
並
び
に
御
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

平
成
31
年
元
旦

輝
か
し
い
時
代
の
ス
タ
ー
ト
を
京
都
か
ら

か 

ど
　 

か 

わ

だ 

い
　 

さ 

く

京
都
市
長

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
京
都
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
人
に
や
さ

し
く
、
災
害
に
強
い
、
社
協
の
総
合
力
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
福
祉
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」を
基
本
目
標
に
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
日
々
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
村
井
信
夫
会
長
を
は
じ
め
と
さ
れ
る
役
員
並
び
に
会
員
の

皆
様
の
福
祉
に
対
す
る
御
熱
意
と
多
大
な
御
尽
力
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
地
震
や
豪
雨
、
度
重
な
る
台
風
等
に
見
舞
わ
れ
、
自
然
の
脅
威
を

思
い
知
ら
さ
れ
る
一
年
で
し
た
。
京
都
市
で
も
、
長
期
の
停
電
、
家
屋
や
文
化

財
・
公
共
施
設
、
農
林
、
道
路
な
ど
に
大
き
な
被
害
が
発
生
。
し
か
し
、
尊
い

命
は
守
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
消
防
団
や
水
防
団
、
自
主
防
災
会
等
の
皆
様
、

そ
し
て
、
日
ご
ろ
の
見
守
り
活
動
を
通
じ
て
安
否
確
認
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
た
、

社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
児
童
委
員
な
ど
の
皆
様
の
御
尽
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
。

御
尽
力
い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

災
害
を
し
っ
か
り
と
総
括
し
、
今
後
の
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
へ
教
訓
と
し

て
ま
い
り
ま
す
が
、
改
め
て
京
都
の「
地
域
力
」「
人
間
力
」を
目
の
当
た
り
に
し
、

困
難
を
乗
り
越
え
て
更
な
る
発
展
を
遂
げ
る「
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
」な
ま
ち
の
真
髄

を
見
出
し
た
思
い
で
す
。
こ
れ
ら
の「
京
都
力
」を
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち

の
学
び
、
育
ち
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
が
生
き
生
き
と
命
を
輝
か
せ
る
ま

ち
づ
く
り
へ
、
共
々
に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
本
年
。
京
都
の
ま
ち
を
更
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ
る
機
会
が
目
白
押
し

で
す
。
京
都
経
済
百
年
の
計「
京
都
経
済
セ
ン
タ
ー
」の
開
設
で
、
中
小
企
業
・
地

域
企
業
を
元
気
に
！ 

Ｊ
Ｒ「
梅
小
路
京
都
西
駅
」の
開
業
、
日
本
初
開
催
と
な
る

「
国
際
博
物
館
会
議（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）京
都
大
会
」、
市
美
術
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
も
来
年
度
中
に
。
５
年
連
続
で
保
育
所
等
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成
し
た
子
育

て
支
援
、指
定
都
市
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
市
立
小
学
生
の
学
力
な
ど
成
果
を
確
認
し
、

更
な
る
充
実
へ
。
福
祉
、
環
境
、
景
観
、
安
心
安
全
、
伝
統
産
業
等
の
振
興
に
つ

な
が
る
観
光
、
町
家
の
保
全
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
引
き
続
き
市
民

の
皆
さ
ん
と
共
に
汗
す
る「
共
汗
」で
、
全
力
投
球
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
、
そ
し
て
２
０
２
１
年

に
は
世
界
最
大
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム

ズ
関
西
」、
さ
ら
に
機
能
強
化
し
た
新
・
文
化
庁
の
京
都
へ
の
全
面
的
移
転

が
控
え
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
日
本
万
国
博
覧
会（
大
阪
・
関
西
）の
開
催
も

決
定
！ 

こ
れ
ら
を
機
に
、
文
化
の
力
を
市
民
の
皆
さ
ん
の
豊
か
さ
に
つ
な

げ
、
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」を

理
念
に
国
連
が
掲
げ
る
17
の
取
組
目
標
）の
達
成
に
も
貢
献
し
て
い
く
決
意

で
す
。
平
成
に
続
く
新
た
な
時
代
が
幕
を
開
け
る
本
年
。
京
都
が
世
界
の

人
々
の
幸
せ
と
平
和
に
貢
献
す
べ
く
、
共
々
に
。

　

皆
様
の
こ
の
一
年
の
御
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
。
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地
域
の
福
祉
課
題
と
し
て
７
割

以
上
の
会
長
が
「
担
い
手
」
の
課

題
を
上
げ
て
い
ま
す
。「
つ
な
が

り
の
希
薄
化
や
孤
立
」
へ
の
高
い

問
題
意
識
も
見
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
後
強
化
す
べ
き

こ
と
と
し
て
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
育
成
」
が
４
割
を
超
え
、
ま

た
、
つ
な
が
り
が
希
薄
と
な
り
課

題
が
表
出
し
に
く
い
現
在
、
地
域

の
課
題
を
共
有
で
き
る
「
地
域
懇

談
会
」
や
多
世
代
で
交
流
で
き
る

「
集
い
の
場
」
づ
く
り
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

学
区
の
各
種
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
活
動
を
進
め
て
い
る
学
区
社
協

は
９
割
を
超
え
、
連
携
は
活
動
に
不

可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

協
力
団
体
の
上
位
３
つ
に
、
民

生
児
童
委
員
協
議
会
を
あ
げ
る
学

区
社
協
が
８
割
を
超
え
て
い
ま

す
。
社
協
と
民
協
が
車
輪
の
両
輪

と
し
て
連
携
し
つ
つ
活
動
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

関
係
機
関
で
は
、
上
位
３
つ
の
う

ち
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
あ

げ
る
学
区
が
８
割
近
く
あ
り
、
健
康

す
こ
や
か
学
級
等
活
動
の
広
が
り
と

と
も
に
関
係
機
関
と
の
連
携
も
強

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

年
を
越
え
て
い
ま
す
。
男
性
が
８

割
、
女
性
が
２
割
を
占
め
ま
す
。

仕
事
を
続
け
な
が
ら
、
学
区
社

協
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
方
が

3
割
を
超
え
る
一
方
、
一
線
を
退

か
れ
、
活
動
に
従
事
さ
れ
る
方
も

4
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

17
年
度
と
比
較
す
る
と
、「
健
康

す
こ
や
か
学
級
」
を
は
じ
め
「
住

民
交
流
イ
ベ
ン
ト
」「
子
育
て
サ
ロ

ン
」
な
ど
が
大
き
く
増
加
、
学
区

社
協
の
活
動
が
し
っ
か
り
根
を
張

り
、
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

「
見
守
り
活
動
」「
地
域
サ
ロ

ン
」「
相
談
会
」
な
ど
新
た
な
絆

づ
く
り
の
取
組
の
積
極
的
な
展
開

も
見
ら
れ
ま
す
。

学
区
社
協

活か

つ

動ど

う

の
今い

ま

学
区
社
協

学
区
社
協

連れ

ん

携け

い

の
今い

ま

「
思お

も

い
」の
今い

ま

会
長
の
平
均
年
齢
は
72
・
４

歳
、
平
均
就
任
年
数
が
７
・
７
年

と
な
っ
て
い
ま
す
。
就
任
年
数
は

全
体
の
４
分
の
１
が
就
任
か
ら
３

年
未
満
で
あ
る
一
方
、
３
割
が
10

３回シリーズ特集

民
生
児
童

委
員
協
議
会

老
人

福
祉
員

市
政
協
力

委
員

女
性
会

老
人
ク
ラ
ブ・

老
人
会

自
主

防
災
会

体
育

振
興
会

消
防
分
団

少
年
補
導

委
員
会

交
通
対
策

協
議
会

小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ

30年度
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学
区
社
協
活
動
の

担
い
手
の
減
少

住
民
同
士
の

つ
な
が
り
の
希
薄
化

高
齢
者
の
介
護
・

支
援
に
関
す
る
こ
と

つ
な
が
り
が
な
く

孤
立
す
る
人
の
増
加

防
災
に
関
す
る
こ
と

生
活
課
題
を

か
か
え
る
人
の
増
加

子
育
て
支
援
に

関
す
る
こ
と

障
害
の
あ
る
人
へ

支
援
に
関
す
る
こ
と

母
子
、父
子
家
庭
の

支
援
に
関
す
る
こ
と

生
活
困
窮
に

関
す
る
こ
と

30年度
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地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

小
学
校

介
護
予
防

推
進
セ
ン
タ
ー

区
役
所
地
域
力

推
進
室

児
童
館

保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム

（
小
規
模
多
機
能
）

警
察
署

消
防
署

大
学

医
療
機
関
・

医
師
会

中
学
校

老
人
デ
イ

サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

保
育
園

老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー

30年度
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30年度

27.0 

41.0
36.5 

25.5 
19.0 

39.5  38.0  

25.5  

0.0

20.0

40.0

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

養
成
活
動

住
民
同
士
で
ま
ち
の

問
題
を
話
し
合
う

懇
談
会
の
開
催

多
世
代
の
住
民
が

自
由
に
集
え
る

場
づ
く
り

実
態
把
握
や
調
査

学
区
独
自
の

中
長
期
的
な
活
動

プ
ラ
ン
づ
く
り

広
報
紙
づ
く
り

な
ど
の
広
報

困
難
を
か
か
え
る

住
民
が
困
り
ご
と
を

相
談
で
き
る

場
づ
く
り

学
区
民
へ
の
講
座
・

学
習
会
の
実
施

（%）

今
～学

が っ

区
く

社
し ゃ

協
き ょ う

実
じ っ

態
た い

調
ち ょ う

査
さ

   （速報値）より～

学区社協活動の増減

学区社協活動の協力団体 
（上位3つを選択・主なもの）

過去1年間で活用した関係機関・施設
 （上位３つを選択・主なもの）

学区の福祉課題と感じること
 （上位３つを選択）

強化すべき学区社協活動
 （上位３つを選択）

学
区
社
協

会か

い

長ち
ょ
う

の
今い

ま

　
本
会
で
は
、
今
年
度
「
京
都
市
の
社
協
あ
り
方
構
想
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
て
、
住
民
主
体
に
根
ざ

し
た
、
こ
れ
か
ら
の
社
協
活
動
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
京
都
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
特
徴
は

市
・
区
・
学
区
の
３
層
構
造
に
あ
り
、
と
く
に
日
頃
よ
り
地
域
で
活
動
を
展
開
し
て
い
る
219
の
「
学
区
社

協
」
は
京
都
市
内
の
豊
か
な
社
協
活
動
の
根
幹
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
時
代
に
即
し
た
市
区
社
協
の
地
域
支
援
の
あ
り
方
を
考
え
る
基
礎
資
料
と
し
て
、
前
回
調
査

（
平
成
17
年
度
）
か
ら
13
年
ぶ
り
に
、
全
市
で
学
区
社
協
の
活
動
状
況
や
組
織
、
地
域
の
福
祉
課
題
や
強
化

が
必
要
と
考
え
る
こ
と
等
を
聞
き
取
る「
学
区
社
協
実
態
調
査
」を
10
月
に
実
施
し
ま
し
た
。
９
割
以
上
の

学
区
社
協
か
ら
の
「
声
」
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、「
学
区
社
協
の
今
」
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
お
届
け
し
ま
す
。

年齢
（平均72.4歳）

18.3%

就任年数
（平均7.7年）

80代以上

45.2%
70代

30.6%
60代

21.5%
6年～9年

10.5%
10年～14年
9.5%
15年～20年

7.0%
20年以上

24.0%
3年～5年

25.0%
3年未満

5.5%
50代

0.5%
40代

2.5%
無回答

社
協
会
長
年
齢
・
就
任
年
数

（
30
年
度
）

学
が っ

区
く

社
し ゃ

協
き ょ う

 の
いま ▲上

京
区
で
行
わ
れ
た
地
域
懇
談
会
の一場

面
。
近
年
の
地
域
の
変
化
に
つ
い
て
、
思

い
を
共
有
し
ま
し
た

▲

地
域
活
動
の
担
い
手
や
高
齢
者
の
介
護

な
ど
、
最
近
耳
に
す
る
課
題
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た

❶
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やはり、同じ学
区民同士、顔な
じみになれる学
区を目指してい
きたいです。

活動に参加して
くれる人の笑顔
や感謝の言葉が
やりがいになり
ます。



各部署の取組を紹介します

075-255-0883

大
会
議
室
で
は
、
午
後
か
ら
式
典
を
開

催
。
村
井
信
夫
・
市
社
協
会
長
は
、「
西
日

本
初
の
株
式
会
社
セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
と
『
商
品
寄
贈
に
よ
る
社
会
福
祉

貢
献
活
動
連
携
協
定
』
を
締
結
し
た
こ
と

で
、
福
祉
施
設
や
関
係
機
関
、
団
体
と
の
連

携
を
強
化
し
、
生
活
に
困
難
を
抱
え
た
方
々

の
支
援
を
進
め
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
取
り

組
み
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
門
川

大
作
京
都
市
長
は
、「
日
本
の
年
間
食
品
ロ

ス
は
640
万
ｔ
以
上
。
今
回
の
取
組
は
、
食
品

ロ
ス
を
な
く
す
と
と
も
に
、
暮
ら
し
や
す
い

地
域
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
」
と

期
待
を
込
め
て
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
寺
田
一

博
京
都
市
会
議
長
は
手
話
で
自
己
紹
介
を
さ

れ
た
後
、「
今
回
の
締
結
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
福
祉
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
る

と
期
待
し
て
い
る
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

福
祉
の
絆
づ
く

り
事
業
贈
呈
式
の

後
は
、
丹
波
史
紀

立
命
館
大
学
産
業

社
会
学
部
准
教
授

が
「
ど
の
子
も
成
長
す
る
地
域
を

｜

地
域
で

支
え
る
子
ど
も
の
貧
困

｜

」
を
テ
ー
マ
に
講

演
。「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
地
域
で
取
り
組

む
に
は
、
子
ど
も
が
安
心
で
き
る
場
を
つ
く

り
、
子
ど
も
が
発
信
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
大
人
が

キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
が
大
切
」と
語
り
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
市
社
協
と
市
内
で
福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
関
わ
る
団
体
が
出
展
し
ま
し

た
。
楽
し
み
な
が
ら
防
災
知
識
が
身
に
つ
く

「
イ
ザ
！ 

カ
エ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
！
」
は
、
親

子
連
れ
で
大
盛
況
。「
高
齢
者
疑
似
体
験
」
で

は
、
３
歳
の
子
ど
も
が
体
験
す
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。「
わ
く
わ
く
☆
ら
く
ら
く
☆
て
づ

く
り
ひ
ろ
ば
」
に
参
加
し
た
女
性
は
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
役
立
て
た
い
」
と
、
タ
オ

ル
を
使
っ
た
作
品
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
飲
食
・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

「
ふ
れ
あ
い
市
場
」
で
は
、
福
祉
施
設
等
11

団
体
が
販
売
す
る
た
こ
飯
や
か
ら
あ
げ
な
ど

に
舌
鼓
を
打
つ
来
場
者
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
今
回
、
リ
ユ
ー
ス
食
器
等
の
使
用
に
も

取
り
組
み
ま
し
た
。

共と

も

に
つ
く
ろ
う 

き
ょ
う
の
絆き

ず
な

第９回

▲高齢者疑似体験
特殊メガネをかけることで色覚変化を体験

▲左から 村井会長、門川市長、岡本マネージャー（SEJ）

福祉
ボランティア
センター

ふくし

▲丹波史紀氏
立命館大学 産業社会
学部 准教授

▲誰でもできるかんたんタオル作品づくり

▲絵
本
の
読
み
聞
か
せ

▲

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
ゴ
ー
ル

の
缶
バ
ッ
ジ
製
作

　
爽
や
か
な
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
10
月
14
日
㈰
、
第
９
回
「
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
社
協

フ
ェ
ス
タ
」
が
、「
ひ
と
・
ま
ち
交
流
館 

京
都
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
約
１

８
０
０
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
来
場
。
各
福
祉
団
体
・
施
設
の
企
画
や
展
示
を
楽
し
み
な

が
ら
、
福
祉
や
災
害
時
に
備
え
る
こ
と
の
大
切
さ
と
と
も
に
、
災
害
時
に
役
立
つ
知
恵
と

知
識
を
学
び
ま
し
た
。

福ふ
く

祉し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

社し
ゃ

協き
ょ
う

フ
ェ
ス
タ
を
開か

い

催さ
い

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
就
労
体
験
事
業
」
で
は
、
す
ぐ
に
就
労

す
る
こ
と
が
困
難
な
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
方
・

生
活
に
困
窮
す
る
方
に
対
し
て
、
有
期
の
就
労
体
験
の

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
自
立
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
６
年
目
を
迎
え
る
本
事
業
で
す
が
、
京
都
市
内

計
152
箇
所
（
福
祉
施
設
133
、
一
般
企
業
10
、
そ
の
他

９
）
の
体
験
先
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
307
名

が
体
験
を
修
了
。
多
く
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自
立
に
向

か
っ
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
就し

ゅ
う

労ろ

う

体た

い

験け

ん

事じ

業ぎ
ょ
う

―
地ち

域い

き

の
社し

ゃ

会か

い

福ふ

く

祉し

施し

設せ

つ

と
と
も
に

　  

生せ

い

活か

つ

困こ

ん

窮き
ゅ
う

者し

ゃ

等な

ど

の
自じ

立り

つ

を
支さ

さ

え
る
生せ

い

活か

つ

支し

援え

ん

―

生活

支援部

せい　かつ

し　えん　ぶ

◆自
じ

分
ぶん

らしい働
はたら

き方
かた

をめざすＡさん　
体験先：就労継続支援Ｂ型事業所／製菓補助　等
　高校卒業後すぐに就職したＡさん。同僚とうまくコミュニケーション
がとれないことや、作業のスピードが周りから大きく遅れることが続き、
上司に「もう来なくていい」と言われ退職。自信を無くし、ひきこもりがちになっていたＡさ
んですが、ケースワーカーの勧めもあり、自分の適性を知るためにと体験をスタートします。
　初めは頑張りすぎて体調を崩してしまうこともあったＡさんですが、職員の「焦らな
くていいですよ」という声かけのもと、少しずつ自分のペースで仕事ができるように変化。
　就労体験が自分の得意・不得意に向き合うきっかけとなって、Ａさんは体験終了後、
療育手帳を取得して慣れ親しんだ体験先の利用者となり、就労に向けての訓練を続けて
いくことを決めました。

◆就
しゅう

労
ろう

体
たい

験
けん

先
さき

の声
こえ

　体験の中でＡさんの変化を感じることができました。また、施設としてひき
こもり・困窮者支援を通じて地域の福祉に貢献することができ、嬉しく思います。

就労体験の事例

自信がない

自分に
できるか不安働きたい！

体力を
つけたい

（事例は個人が特定できないよう改変しています）

地
域
の
社
会
福
祉
推
進
を
目
指
し
て

企
業
と
の
連
携
協
定
を
締
結

介
護
か
ら
防
災
ま
で

楽
し
み
な
が
ら
福
祉
を
学
ぶ
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各部署の取組を紹介します

地
域
の
生
活
課
題
の
解
決
に
当
た
っ
て

は
、
住
民
を
中
心
と
し
て
、
社
会
福
祉
法

人
、
事
業
所
、
行
政
等
が
各
々
の
活
動
に
お

け
る
課
題
を
持
ち
寄
る
こ
と
で
、
具
体
的
な

目
的
を
共
有
し
、
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
う
し
た
関
係
が
、
地

域
の
新
た
な
財
産
と
な
り
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高
齢
サ
ポ
ー

ト
）
に
は
、
高
齢
者
と
家
族
か
ら
、「
万
一
に

備
え
、
か
ぎ
を
預
か
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
高
齢
サ
ポ
ー

ト
・
山
階
の
圏
域
（
安
祥
寺
中
学
校
区
）
で
あ

る
、
山
階
学
区
・
安
朱
学
区
・
西
野
学
区
の
３

学
区
合
同
地
域
ケ
ア
会
議
で
、「
こ
の
地
域
な

ら
で
は
の
、
か
ぎ
預
か
り
事
業
に
取
り
組
も

う
」
と
意
見
が
一
致
。
９
ヵ
月
の
準
備
を
経

て
、
平
成
28
年
、
か
ぎ
預
か
り
を
開
始
。
今
年

６
月
時
点
で
申
込
者
数
は
56
名
、
利
用
者
は
48

名
、
4
回
出
動
し
ま
し
た
。

西
野
学
区
で
は
高
齢
化
が
進
み
、
民
生
委

員
が
十
数
本
の
か
ぎ
を
預
か
る
な
ど
負
担
が

増
大
し
、
３
学
区
合
同
地
域
ケ
ア
会
議
で
問

題
を
提
起
し
ま
し
た
。
解
決
策
と
し
て
提
案

さ
れ
た
か
ぎ
預
か
り
事
業
は
、
役
割
分
担
が

明
確
。
一
学
区
民
協
で
は
解
決
し
な
い
こ
と

も
、
当
事
業
な
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か

し
て
少
な
い
負
担
で
効
率
的
に
活
動
で
き
る

と
思
い
、
参
画
し
ま
し
た
。

24
時
間
年
中
無
休
の
当
施
設
な
ら
、
か
ぎ

受
け
渡
し
が
可
能
と
考
え
ま
し
た
。
か
ぎ
を

預
か
る
リ
ス
ク
の
懸
念
も
あ
り
ま
し
た
が
、

施
設
内
研
修
で
地
域
貢
献
の
大
切
さ
を
浸
透

さ
せ
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や
実
地
訓
練
を
行

い
、
管
理
職
間
の
連
携
体
制
と
ト
ラ
ブ
ル
発

生
時
の
オ
ン
コ
ー
ル
体
制
を
確
立
し
ま
し

た
。
当
施
設
は
安
祥
寺
中
学
校
区
の
西
端
に

位
置
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
事
業
を
通
じ
て

地
域
の
方
々
と
の
心
の
距
離
は
近
く
な
り
ま

し
た
。

福
祉
委
員
の
毎
年
の
交
代
、
自
治
会
加
入

者
の
減
少
は
3
学
区
共
通
の
問
題
で
あ
り
、

協
働
で
取
り
組
む
こ
と
で
自
治
会
未
加
入
者

に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。

実
際
、
学
区
を
超
え
た
つ
な
が
り
が
で
き
、

災
害
等
に
つ
い
て
も
情
報
共
有
で
き
る
関
係

に
な
り
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
活
動
を
通

じ
、
関
係
機
関
の
強
み
を
知
り
、
地
域
の
見

守
り
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
ら
れ
た
の
も
大

き
な
成
果
で
す
。

最
後
に
志
藤
氏
は
、「
困
り
事
を
話
し
あ

う
こ
と
で
糸
口
が
見
え
、
安
心
し
て
活
動
で

き
る 

“
い
い
連
携
”
を
築
け
た
事
例
。
地
域

の
実
情
や
、
や
る
べ
き
こ
と
を
関
係
機
関
に

伝
え
る
こ
と
が
各
機
関
の
専
門
性
を
高
め
、

安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。
今

回
の
事
例
を
参
考
に
、
ど
う
連
携
す
る
か
を

考
え
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

京
都
市
で
は
、
子
育
て
サ
ロ
ン
・
子
育
て
サ
ー
ク

ル
等
、
地
域
の
住
民
主
体
の
子
育
て
支
援
活
動
の
活

性
化
を
図
り
、「
子
育
て
を
支
え
合
え
る
地
域
社
会

づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

本
会
の
児
童
館
で
も
、
従
来
よ
り
地
域
の
子
育
て

支
援
の
拠
点
と
し
て
、
地
域
の
子
育
て
サ
ロ
ン
・

サ
ー
ク
ル
等
へ
の
会
場
貸
出
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提

供
、
職
員
派
遣
等
を
積
極
的
に
行
い
、
地
域
の
子
育

て
支
援
活
動
の
活
性
化
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
ま

す
。
子
育
て
サ
ロ
ン
・
サ
ー
ク
ル
は
、
乳
幼
児
親
子

が
地
域
の
人
々
に
温
か
く
見
守
ら
れ
る
中
で
、
安
心

し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
会
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
京
都
子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
委
託
し
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
に

よ
り
、
子
育
て
サ
ロ
ン
・
サ
ー
ク
ル
の
運
営
に
関
す

る
助
言
及
び
情
報
提
供
を
行
う
「
子
育
て
サ
ロ
ン
等

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、『
親
子
の
居
場
所
づ
く
り
相
談
室
』
を
開

設
し
、
居
場
所
を
求
め
る
親
子
へ
の
情
報
提
供
や
、

子
育
て
サ
ロ
ン
・
サ
ー
ク
ル
の
立
ち
上
げ
の
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
。

本
会
が
運
営
し
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
は
公
益
社
団
法
人 

京
都
府

柔
道
整
復
師
会
（
会
長 

長
尾
淳
彦
）
と

の
協
働
に
よ
る
機
能
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
柔
道
整
復
師
と
看
護
師
、
生
活
相

談
員
、
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
が
連
携
し
、
ご
利

用
者
一
人
ひ
と
り
の
状
態
に
沿
っ
た
機
能

訓
練
の
実
施
に
努
め
て
い
ま
す
。
ご
利
用

者
か
ら
は
、「
柔
道
整
復
師
さ
ん
の
専
門

的
な
指
導
で
、
以
前
よ
り
家
の
中
で
の
動

き
が
し
や
す
く
な
っ
た
」、「
家
で
も
教
え

て
も
ら
っ
た
運
動
を
続
け
て
い
る
」
と
の

声
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
太
秦
デ

イ
の
中
村
柔
道
整
復
師
か
ら
も
、「
平
成

11
年
か
ら
太
秦
デ
イ
で
機
能
訓
練
に
携

わ
っ
て
い
る
が
、
現
在
は
廃
用
性
予
防
と

現
状
維
持
、
ま
た
具
体
的
目
標
を
持
た
れ

る
ご
利
用
者
が
増
え
、
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
も

増
え
て
い
る
。『
こ
の
動
作
が
や
り
や
す

く
な
っ
た
』
と
の
声
を
聞
く
と
、
効
果
や

や
り
が
い
を
感
じ
る
。
ご
利
用
者
と
気
持

ち
の
距
離
を
縮
め
、
個
々
の
身
体
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
個
別
機
能
訓
練
に
取
り
組

ん
で
い
る
」
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

柔
道
整
復
師
に
よ
る
機
能
訓
練
は
、

現
在
８
施
設
（
東
山
、
山
科
、
陶
化
、

久
世
西
、
太
秦
、
御
室
、
伏
見
、
醍

醐
）
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
ご

利
用
者
が
元
気
に
な
れ
る
よ
う
、
よ
り

よ
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

８ヵ所
し ょ

のデイサービスセンターで
公
こう

益
えき

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

 京
きょう

都
と

府
ふ

柔
じゅう

道
ど う

整
せ い

復
ふ く

師
し

会
か い

との
協
きょう

働
ど う

による機
き

能
の う

訓
く ん

練
れ ん

を実
じ つ

施
し

児
じ

童
ど う

館
か ん

の
地
ち

域
い き

子
こ

育
そ だ

て支
し

援
え ん

活
か つ

動
ど う

介護保険

事業部

かい　ご 　 ほ　けん

じ　ぎょう　ぶ

児童館

事業部

　じ　どう　かん

じ　ぎょう　ぶ

　
7
月
12
日
（
木
）、
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
に
お
い
て
、
京
都
市
民
生
児
童
委
員
連
盟
と
合

同
で
地
域
福
祉
推
進
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
来
賓
と
し
て
門
川
市
長
、
し
ま
も
と
京
司
教
育
福

祉
委
員
会
委
員
長
を
は
じ
め
、
髙
城
順
一
保
健
福
祉
局
長
、
別
府
正
広
健
康
長
寿
の
ま
ち
・

京
都
推
進
担
当
局
長
、
久
保
敦
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局
長
、
各
区
長
等
を
お
迎
え
し
、
社

協
関
係
者
や
民
生
児
童
委
員
、
関
係
行
政
職
員
等
約

500
名
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
、
山
科

区
の
安
祥
寺
中
学
校
区
・
緊
急
時
安
否
確
認
か
ぎ
預
か
り
事
業
の
取
組
を
学
び
ま
し
た
。

地ち

域い
き

共き
ょ
う

生せ
い

社し
ゃ

会か
い

の
実じ

つ

現げ
ん

に
向む

け
た

連れ
ん

携け
い

に
よ
る
地ち

域い
き

福ふ
く

祉し

の
実じ

っ

践せ
ん

平
成
30
年
度
地
域
福
祉
推
進
セ
ミ
ナ
ー

地域

支援部

ち　いき

し　えん　ぶ

申込受付後、折り返し弁護士が申込者へお電話します。

まずはお電話を！！

075-255-4990

無

料で手軽な

電話
法律相談

遺言書作成や相続でお困りの方へ

遺言・相続センター
相談料 無料（1回20分）
受　付 平日（月～金）午後1時～3時30分

職員も大型絵本の読み聞かせを担当しています

子育てサロンの様子

児童館を会場として提供しています

9 8

役
割
を
分
担
し
て

効
率
的
な
活
動
を
展
開

地野 隆 氏
山科区・西野学区民生
児童委員協議会　会長

施
設
の
特
徴
を
生
か
し
て

地
域
に
貢
献

児玉 直久 氏
社会福祉法人香東園　
香東園やましな　施設長

学
区
を
超
え
た
つ
な
が
り
で

情
報
を
共
有

住友 正歳 氏
山科区・山階学区社会
福祉協議会　会長
かぎ預かり事業実行
委員会　委員長

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

地
域
福
祉
の
課
題
と
は

コーディネーター
志藤 修史 氏
大谷大学　社会学部長
京都市社会福祉審議会　
地域福祉専門分科会長

基
調
報
告

地
域
な
ら
で
は
の

か
ぎ
預
か
り
事
業
を
目
指
し
て

森下 睦美 氏
高齢サポート・山階
センター長

実
践
報
告

ま
と
め



各部署の取組を紹介します

社
会
福
祉
研
修
・
介
護
実
習
普
及
セ
ン

タ
ー
で
は
、
様
々
な
研
修
を
実
施
し
て
お

り
、
研
修
内
容
を
職
場
で
の
実
践
に
役
立
て

て
も
ら
う
こ
と
で
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
回
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
受
講
者
に
、
受
講
後
、
職

場
で
ど
の
よ
う
に
学
び
を
活
か
さ
れ
た
か
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
き
ま
し
た
。

「
障
害
者
支
援
施
設 

輝
」
で
働
く
高
阪
篤

史
さ
ん
は
、
職
場
の
仲
間
と
上
手
に
連
携
す

る
た
め
に
は
、
伝
え
る
側
の
能
力
の
向
上
が

必
要
だ
と
思
い
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
研
修

後
、
実
践
内
容
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
と
こ

ろ
、「
相
手
の
こ
と
を
考
え
、
分
か
り
や
す

さ
を
意
識
し
て
伝
達
研
修
を
行
っ
た
結
果
、

他
の
職
員
も
図
や
表
を
活
用
し
、
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
工
夫
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
で
は
連
携
し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り

が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
相
手
の
喜
ぶ
も

の
を
考
え
て
渡
す
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
一
緒
で
す

ね
！
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
企
画
の
提
案

だ
け
で
な
く
、
報
告
・
連
絡
・
相
談
な
ど
、
相

手
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
、
受
け
入
れ
て
も
ら

う
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
普
段
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
役
立
つ
ス
キ
ル
で
す
。
ま

た
、
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
伝
達
研
修
や
、
で

き
る
こ
と
か
ら
実
践
す
る
こ
と
で
、
他
の
職
員

や
職
場
全
体
に
も
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
ま
す
。

社
会
福
祉
研
修
・
介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー

で
は
、
職
場
の
人
材
育
成
に
ご
活
用
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
援
助
技
術
系
の
研
修
と
と
も
に
、

組
織
運
営
系
の
研
修
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
や

り
が
い
を
持
っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く

り
等
、
よ
り
良
い
組
織
運
営
を
行
う
こ
と
で
、

ご
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
高
い
満
足
度

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
当
セ
ン

タ
ー
の
研
修
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
月曜日～土曜日（午前９時～午後９時30分）
日曜日・祝日（午前９時～午後５時）

毎月第３火曜日 （祝日の場合はその翌日）
年末年始（12月29日～１月４日）

　　　　　　（075）354-8741

人
そ
れ
ぞ
れ
に
「
生
き
方
」
が
あ
る
よ

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の
「
終
い
方
」

が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
人
生
を
最
期
ま

で
あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、
今
、

元
気
な
う
ち
か
ら
、「
も
し
も
の
と
き
」

の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

人
生
の
最
期
は
い
つ
訪
れ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。「
ど
ん
な
最
期
を
迎
え
た

い
か
」
を
考
え
る
こ
と
は
「
こ
れ
か
ら

を
ど
う
生
き
る
か
」
を
考
え
る
こ
と
で

も
あ
り
、「
今
を
よ
り
よ
く
生
き
る
こ

と
」
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

京
都
市
長
寿
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
、
人
生
の
終
い

支
度
の
意
義
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
、
ご

家
族
や
親
し
い
人
と
話
し
合
う
き
っ
か

け
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
連
続
講
座

「
人
生
の
終
い
支
度
」
の
開
催
や
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
シ
リ
ー
ズ　
あ
な
た

ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
備
え
」
の

発
行
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

セ
ン
タ
ー
開
所
時
間
は
、
職
員
が
、
い

つ
で
も
電
話
・
来
所
・
メ
ー
ル
等
に
よ

る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

元げ

ん

気き

な
今い

ま

だ
か
ら
こ
そ『
終し

ま

い
』を
考か

ん
が

え
る

長寿
すこやか
センター

ちょうじゅ

※�「あなたらしく生きていくための備え」は、総論編と順次発行する各論編（住まい、権利擁護、遺言・相続、葬儀・
　お墓、介護、ひとりでも生きがいをもって暮らすために、医療）で構成されています。

開所日・時間

休 所 日

電 話 番 号

社会福祉研修

介護実習普及
センター

しゃかいふくしけんしゅう

かいごじっしゅうふきゅう

ひと・まち

交流館 京都
こうりゅうかん  きょうと

社
し ゃ

会
か い

福
ふ く

祉
し

研
け ん

修
しゅう

の学
ま な

びを活
い

かした職
しょく

場
ば

実
じ っ

践
せ ん

　～プレゼンテーションはプレゼント!? ～

ひ
と
・
ま
ち
交
流
館 

京
都
で
は
、
環
境

負
荷
低
減
の
た
め
、
平
成
19
年
度
よ
り
、
電

力
使
用
量
・
事
務
用
紙
使
用
量
の
削
減
、
交

流
館
周
辺
の
清
掃
活
動
の
３
つ
を
テ
ー
マ
に

取
り
組
み
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
、
さ
ら
に

廃
棄
物
の
削
減
と
エ
コ
マ
ー
ク
等
の
つ
い
た

グ
リ
ー
ン
製
品
の
積
極
的
購
入
の
２
つ
の

テ
ー
マ
を
加
え
、
５
つ
の
テ
ー
マ
で
取
組
を

推
進
、
強
化
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

電
力
使
用
量
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
と

29
年
度
の
比
較
で
は
約
５
％
の
削
減
、
ま
た

一
般
ご
み
の
削
減
に
お
い
て
は
同
年
度
比
較

で
約
８
％
削
減
、
そ
の
他
の
取
組
に
つ
い
て

も
目
標
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
職
員
の
環
境

保
全
に
対
す
る
意
識
は
向
上
し
、
定
着
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
本
年
度
か
ら
は
、
地
域
で
の

健
康
す
こ
や
か
学
級
や
児
童
館
で
の
子
育
て

支
援
事
業
と
い
っ
た
社
協
事
業
に
参
加
い
た

だ
く
こ
と
で
家
庭
の
節
電
に
つ
な
げ
る
な

ど
、
持
続
可
能
な
社
協
ら
し
い
事
業
展
開
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

ひと・まち交
こ う

流
りゅう

館
か ん

 京
きょう

都
と

における環
か ん

境
きょう

への取
と り

組
く み

ひと・まち交流館入り口の太陽光発電量の表示板

自分のエンディング
を考える
● 医療の希望を残す
● 葬儀について考える
● お墓の形態を考える 想いを引き継ぐ

● 自分の想いを整理する
● 大切な人に想いを伝える

ものを引き継ぐ
● 持ち物を整理する
● 形見を渡す
● 財産を引き継ぐ

これまでを振り返ることで
今をよりよく生きる

じ    ぶん

ひ

ふ かえ

いま い

つ

おも ひ つ

かんが

 対象者  ‌�高齢の方・準高齢の方など、介
護が必要な方

 定　員  生活介護58名 / 施設入所58名 /
　　　 ショートステイ7床

しょう  がい  しゃ    し   えん   し   せつ　   かがやき

障害者支援施設　輝

しゃ　かい  ふく　し　 ほう　じん　みなみ やま  しろ  がく  えん

社会福祉法人 南山城学園

研修情報はこちら

➡

みやこけんしゅう 検索

職場で実践中！！

 施 設 紹 介
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京都市中京区壬生仙念町30-2〈四条御前西入〉
ラボール京都（公益財団法人 京都労働者総合会館）

TEL075-801-5311　

等のご利用に!

ラボール京都  ラボール京都  

ラボール京都  

多様なニーズに対応できる大ホールと中小会議室全15室（14名～
342名）を2,376円～（２時間利用）とリーズナブルな価格で!
趣味の会や会議・研修などお気軽にご利用ください。

四条御前通
バス停 すぐ

西院駅 徒歩
１分

貸会議室 ホール

ご寄付のお礼 貴重なご厚志ありがとうございました。（敬称略）

平成29年	
12月	 �三菱電機ビルテクノサービス株式会社　関西支社
	 木村　勤
	 �京セラ㈱従業員一同　京セラ株式会社 本社　
	 �京セラ株式会社 大阪営業所 京セラ株式会社 岡山営業所
	 �京セラ労働組合 大阪分会　京セラ労働組合 京都支部　
	 迫屋　ユキエ
	 �株式会社　京セラソーラーコーポレーション
	 株式会社　ホテルプリンセス京都
平成30年	
 1 月	 簡　照子
 2 月	 山口　千鶴子
 	 NPO法人　夢・同人

 3 月	 �イビススタイルズ　京都ステーション
	 オニム倶楽部
 5 月	 フジモトHD株式会社
 7 月	 大同生命保険株式会社
	 株式会社　阪急オアシス
 8 月	 安藤　公雄
	 村井　文子
10月	 野田　敏子
11月	 �公益財団法人　京遊連社会福祉基金
　　　	関西遊技機商業協同組合
12月	 �在日大韓基督教会　京都東山協会

※その他複数の匿名の方からもいただいています。

長
ち ょ う

寿
じ ゅ

すこやかセンター では、高齢者の生きがいづくり、認知症に関すること、成年後見制度、高齢者の生活
や介護について、様々な相談に応じています。また必要に応じて、専門家による専門相談（事前予約制）におつなぎします。

電話・来所・メールで受付　
●月曜日～土曜日　午前９時～午後９時
●日曜日・祝日　　午前９時～午後４時30分
●毎月第３火曜日 （祝日の場合はその翌日）
●年末年始（12月29日～１月４日）

●京都市長寿すこやかセンター　075-354-8741
●成年後見に関するご相談は、
　京都市成年後見支援センター　075-354-8815
●高齢者虐待や権利擁護に関するご相談は、
　高齢者110番　075-354-8110 

問
合
せ
先

相
談
方
法
休
所
日

12

�〒600-8127 京都市下京区西木屋町通上ノ口上る梅湊町83番地の1
（河原町五条下る東側）「ひと・まち交流館 京都」

●発行人／村井信夫 ●編集人／芳賀正昭 ●編集協力／株式会社きかんしコム

ホームページで京都市社
協の活動を映像でご覧い

ただけます。携帯電話でもバーコードリーダーで右の
QRコードを読んで簡単アクセス!

　  京都市社協

●発行／社会福祉法人 京都市社会福祉協議会
180号 2019年１月７日発行

TEL.（075）354–8731 FAX.（075）354–8736
京都市社会福祉協議会では、京都市
における環境負荷の管理・低減の規
格であるKESステップ２を認証取得
し、環境負荷軽減に努めています。

この広報誌は一部共
同募金の配分金で発
行しています。


